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理 工 学 I n f o r m a t i o n

「慶應AIセンター」が開所
次世代のAIをリードする研究センターへ

編集後記
　今号の表紙は、荒木准教授のたってのご希望により、《モナ・リザ》を題材とした活
人画になりました。撮影に際しては、当然《モナ・リザ》の画像と見比べながら准教授
にポージングをお願いしました。その過程では、《モナ・リザ》のモデルは意外と恰

かっ

幅
ぷく

がいい、手の椅子への掛け方はこう、正面を向く角度はこれくらいなどと、対象の観
察ならびに描写の言語化を自然と繰り返していました。撮影が終わるころには、《モナ・
リザ》の今まで気にも留めなかった細部が浮き上がるように知覚されていました。イン
タビュー記事で先生が言及されていた鑑賞法の効果を図らずも実感するとともに、先
生が取り組まれている研究のごく一端を垣間見た気がしました。� （杉原 史）
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今号の表紙：《モナ・リザ》の活人画風に。

　2022年度から理工学部システムデザイ
ン工学科のアルマザン・ホルヘ研究室と
協力して、日吉キャンパス北部地域の居
心地向上を目指した活動を続けてきまし
た。まず第5校舎跡地に「日吉パビリオン」
を建設し、翌年はグリーンズテラス前の
広場にオレンジ色の膜材をはって華やぎ
を加えました。これに関連して、日吉メディ
アセンター（図書館）でスタディ模型の展
示をしたり、これらの活動を日吉キャンパ
スに関わる学生・教職員に広く公開する
ための講演会やワークショップも定期的に

開催してきました。その結果、北部エリア
の活性化に少しは貢献できたのではない
かと思います。また、アルマザン研究室
が制作した「日吉パビリオン」が、イタリア
の建築専門誌『Area』や『Arketipo』に掲
載され、入学してきた1年生が高校生の
時から本事業のことを知っていたと話して
くれるなど、嬉しい反響もありました。
　とはいえ、舞台裏にこそ本事業の醍醐
味があるように思います。本事業は、事
務の方々にもプロジェクト・メンバーに
入ってもらい、それぞれの強みを生かし
て活動をしています。ミーティングは学生
が主体で、めいめいが自由に発言してい
ます。これまでに参加してきた様々な事業
のなかで、これほど風通しの良い企画は
なかったように感じますし、必然的によい

真の文理融合とは？
荒木文果

結果をもたらしています。スペインにルー
ツのあるアルマザン先生の存在、矢上
キャンパスと日吉キャンパスの教員の協働、
教員・職員・学生の垣根を超えた交流な
ど「多様性」がこんなにもうまく機能してい
る例はなかなかないように思います。
　教育・研究活動に加えて、このような
事業を進めるのは時間的にも体力的にも
大変です。いつも支えてくださる日吉美術
研究室の職員さんと、常に「あと何をしな
いといけないかしら？」と話しながら、日々
目まぐるしく準備をします。それなのにイ
ベントが終わってみると「やっぱりやってよ
かったね」。イベントの準備もひとつの舞
台を作り上げる過程に似ています。結局、
舞台の神様にとり憑

つ

かれているのかもしれ
ません。

慶應AIセンターについての詳細は、
下記のプレスリリースをご参照ください。
https://www.keio.ac.jp/ja/press-releases/
files/2024/9/24/240924-4.pdf

　慶應義塾は、杉浦孔明・理工学部情報工学科教授を
センター長として、「慶應AIセンター」を設立しました。
同センターは、AI・ロボティクス研究で世界トップの米
カーネギーメロン大学との協定に立脚しながら、産業
界とも連携をして次世代AI技術の研究を推進すべく設
立されました。
　2024年9月24日には開所式が行われ、キャサリン・
エリザベス・モナハン駐日米国臨時代理大使をお招き
し、研究に参加するメンバー企業の代表者などが一堂
に会し、同センターの開所を寿

ことほ

ぎました。


